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「本当においしいものは、人をしあわせにする」

「お客さまにご満足いただくためには、決して妥協しない」

  　　　　　　　　　by   カーネル・ハーランド・サンダース

“食べものが人をつくる。
だからこそ食が大事”。
そう語っていたカーネル。
その思いを胸に、私たちは
安全でおいしい料理を
提供しています。

カーネルが生み出した
誰にも真似のできない
手づくりのおいしさで
みんなを笑顔にしたい。
それが、私たちの願いです。

カーネルは生涯、
お客様の笑顔を
自らの喜びとしました。
私たちはカーネルの
“おもてなしの心”を
大切にしています。

おいしさ、しあわせ創造企業
私たちは、KFCの創業者、カーネル・サンダースの

信念と情熱を受け継ぎ、安全でおいしい料理をおもてなしの心を込めて提供する
「おいしさ、しあわせ創造企業」をめざしています。

報告対象組織
　日本KFCホールディングス株式会社（KFCH）、ケンタッ
キーフライドチキン（KFC）を報告対象としています。

報告対象期間
　2016年10月から2017年9月までの活動を、基本的な
報告対象期間としておりますが、一部当該期間外の活
動についても報告しています。

編集方針
　日本KFCホールディングス株式会社は、当社が実践するCSR活動を幅広い
ステークホルダーの皆さまにご理解いただくために、2006年度よりCSR活動
に関するレポートを作成しています。2017年度版は、名称を「日本KFCホール
ディングス株式会社CSRレポート2017」とし、PDF形式で当社ホームページ上
に掲載することといたしました。本レポートでは、報告対象期間中の活動の
中から、環境活動、地域・社会活動、事業活動など、主たるCSR活動を中心に
とりあげ、できるだけわかりやすく報告するように努めました。

Vision

それが、私たちの願いです。

         安全で健康的Healthy

          おもてなしの心

Hospitality                         手づくりHandmade

      新鮮Fresh
素材にこだわり、
本当のおいしさを
追求し続けたカーネル。
私たちはその思いを
今も大切に守り続けています。

“FHH＆H”
おいしさへのこだわり

企業理念
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私たちはこれからも、「食」を通じて
「しあわせの輪」を広げてまいります。

日本KFCホールディングス株式会社

代表取締役社長　�Ù�{ � � 
Y	%

�Ä�¿�Ó�Ý�¿�·�”�́

�������� �å�w�K�“�Ÿ

�l�Ö�“�•�b�M�z�������l �Ö�l�o�̂ �h�M�z
�l�K�l�o�‘�T�l�h �z
�l�K�l�o�O�•�̀ �M�z�������l �̧ �̀ �M�z
�l�‡�h�R�h�M�z

�l�̧ �̀ �M���z
�l�‡ �V�U�M�U�K�” �z���l�ë�«�ë�«�b�”�z
�l�G�Ä�s
��t�S�b�b�Š�p�V�”�z
�l�b�y�’�̀ �M�q�z �×	ô�›�‹�l�o
������	ú�T�’�f�O�¥�O�z

�Ô�Š �,�'�$ �×�”�ç�Ã�Ÿ�ï�¬�µ�Ò�Ü�q�þ�����»�'�À�g�æ�¼���S�M�̀ �̂ �z�̀ �K�̃ �d
Ñ���'�À

�S�l�̂ �‡
�t�q�l�o

�‡�X
��t
�q�l�o

　日本KFCホールディングスグループは「おいしさ、しあわせ創造企業」を理念に

掲げ、“本当のおいしさでお客さまをしあわせにすること”、そして“ このビジネスに

関わるすべての人を、しあわせにすること” をめざしています。これは、ケンタッ

キーフライドチキンの創業者、カーネル・サンダースの教えであり、創業以来

変わらぬ私たちの理念です。  「誰にも真似のできないおいしさとサービスでお客

さまをしあわせにしたい」と願い、どんな努力も惜しまなかったカーネル。その

信念を受け継ぎ、おいしい料理と「食」の楽しさを提供することによってお客さま

にしあわせになっていただき、私たち自身もまたしあわせになる ̶ そうした

「しあわせの輪」を広げていくことこそが、当社のCSR活動の根源であると私たち

は考えています。

　当社は、 東京オリンピックが開催される2020年に創業50周年を迎えます。

この記念すべき年に向け、私たちはめざす未来像として「2020年のあり姿」を

描きました。それは、すべてのお客さまに「入りやすい」「入ってみたい」「あって

よかった」「また来たい」と思っていただける店をつくり、働く人々にとって楽しく、

働きがいがある、大事な人に自信をもっておすすめできるブランドとなること。

この「あり姿」の実現をめざして、私たちは「原材料、素材、手づくり調理へのこだ

わり」「商品開発力の強化」「現場力のさらなる強化」を３つの柱として、さまざまな

業態の店舗を開発し、お客さまにとっても従業員にとっても快適な店づくりを

進めるとともに、お客さまの多様なニーズにこたえたバル型やレストラン型など

の新業態や商品開発に力を注いでいます。

　また、時代の変化に的確に対応できる体制を強化し、働きやすい職場環境を

整えるため、2017年２月には東京・恵比寿から横浜・みなとみらいへ本社オフィス

を移転しました。これにともない、社内全体が見渡せる風通しのよいオフィスが

実現し、コミュニケーションがさらに活発になるなど大きな成果があがってい

ます。加えて、限定社員制度や復職制度、外国人トレーナーによる研修プログラム

を導入するなど、ダイバーシティを重視した施策を進めています｡さらに持続可能

な社会をめざしてリデュース、リユース、リサイクルを推進し、食育活動、スポーツ

支援などの、さまざまなCSR活動も積極的に取り組んでいます。

　1970年、大阪万博に実験店舗を出店してから今年で47年。私たちはこれからも、

ワクワクするような食の楽しさをお届けする身近なファストレストランとして、

カーネル直伝のおいしさを守りつつ新たな挑戦を続けてまいります。

▲店舗責任者コンベンションにて歓談

▲横浜本社で初のタウンミーティング。
　（お客さまとの試食・懇談会）

▲2017年５月WFP*ネパール視察
�Î WFPとは … CSRレポートP12を参照


